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要旨

本論文の目的は、国内に都市失業の存在する発展途上国の市場で先進国と当該

途上国の企業が複占競争を展開しているような戦略的貿易モデルで、先進国に

とっての最適輸出政策がどのようになるかを考察することである。最適輸出政

策は必ずしも輸出補助金となるとは限らない。都市工業企業の限界生産性が高

い、都市の制度的固定賃金率が低い、消費者の工業品への選好が強いといった

特徴をもつ発展途上国市場で国際複占競争が展開されている状況においては、

先進国企業の限界費用が途上国企業の限界費用より有意に高ければ、先進国政

府にとっての最適輸出政策は、輸出税となる。
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